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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第35期

第３四半期連結
累計期間

第36期
第３四半期連結
累計期間

第35期

会計期間
自 2021年１月１日
至 2021年９月30日

自 2022年１月１日
至 2022年９月30日

自 2021年１月１日
至 2021年12月31日

売上高 (千円) 24,922,471 29,976,264 33,265,424

経常利益 (千円) 1,111,730 3,311,124 969,072

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 745,696 8,173,228 1,370,347

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,124,699 9,692,302 1,881,972

純資産額 (千円) 5,444,181 16,011,728 6,201,455

総資産額 (千円) 27,380,877 42,474,050 28,883,095

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 6.80 74.48 12.49

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 19.6 37.6 21.2
 

 

回次
第35期

第３四半期連結
会計期間

第36期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

(円) △1.69 8.78
 

 (注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 ２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 ３．第35期第３四半期連結累計期間及び第35期において、潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。第36期第３四半期連結累計

期間において、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における当社グループは、社会変化や技術動向を踏まえた製品・サービスの開発を強化

し、顧客ニーズに沿った各種ソリューションの拡販に努めてまいりました。ネットワーク機器の需要拡大から国内外

におけるネットワーク機器市場全体で製品確保が課題となる中、当社グループは自社生産による柔軟な供給体制の優

位性を活かしながら独自技術を駆使した製品やサービスを提供し、このたび日本のコンピュータ専門誌調査で自治体

ITシステム顧客満足度の首位を獲得するなど、高い評価を受けることができました。

当第３四半期連結累計期間の業績は、日本の売上が好調に推移し、海外の売上がIT設備投資再開などから上昇し、

売上高は299億76百万円（前年同四半期比20.3％増）となりました。

損益面につきましては、原材料価格の高騰や物流コストの増加などによる売上原価の上昇や、採用コストを含む人

件費の増加に加え、円安進行による海外コストの上昇といった側面はあるものの、増収による効果から、営業利益は

15億85百万円（前年同四半期比6.9％増）となりました。また、当四半期末にかけて円安が進行し、外貨建資産に対

する為替差益19億14百万円（前年同四半期は94百万円の為替差損）を計上したことなどにより、経常利益は33億11百

万円（前年同四半期比197.8％増）となり、第１四半期（2022年１月～３月）に計上した受取和解金などから、親会

社株主に帰属する四半期純利益は81億73百万円（前年同四半期比996.1％増）となりました。
 

当第３四半期連結累計期間における当社グループの所在地域別セグメントの売上高の概要は、次のとおりです。

〔日本〕

日本では、営業・サービス体制の強化を図り、エンドユーザーへのダイレクトタッチによる提案型の営業活動を推

し進めてまいりました。そのような取り組みから受注は引き続き好調となりました。この結果、売上高は188億63百

万円（前年同四半期比10.2％増）となりました。

〔米州〕

米州では、米国の連邦政府からの受注が好調となったほか、中南米で延期されていたプロジェクトの再開などによ

り同地域での売上が増加しました。また、サブスク型ビジネスである在日米軍基地の居住者向けインターネットサー

ビスの売上が好調に推移しました。この結果、米州での売上高は50億27百万円 （前年同四半期比50.2％増）となり

ました。

〔EMEA（ヨーロッパ、中東及びアフリカ）〕

EMEAでは、軍事防衛関連施設からの受注が増加したほか、イタリアで大型受注を獲得するなど好調に推移しまし

た。この結果、売上高は42億50百万円（前年同四半期比35.7％増）となりました。

〔アジア・オセアニア〕

アジア・オセアニアでは、ソリューションビジネス強化のための営業・サポート体制の再構築に取り組む一方、販

売代理店やシステムインテグレータなどのパートナー企業開拓を強化してまいりました。この結果、売上高は18億34

百万円（前年同四半期比38.7％増）となりました。
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（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は424億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ135億90百万円増加

となりました。これは主に、現金及び預金が65億42百万円、商品及び製品が27億６百万円、受取手形、売掛金及び契

約資産（前連結会計年度は受取手形及び売掛金）が19億57百万円、有形固定資産のその他が12億84百万円、原材料及

び貯蔵品が９億76百万円増加したことによるものです。

（負債）

負債合計は264億62百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億80百万円増加となりました。これは主に、未払法

人税等が22億14百万円、支払手形及び買掛金が17億91百万円増加したことによるものです。

（純資産）

純資産につきましては、160億11百万円となり、前連結会計年度末に比べ98億10百万円増加となりました。これは

主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が83億15百万円増加したこと、及び為替換算調

整勘定が15億13百万円増加したことによるものです。

　これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ16.4ポイント上昇となる37.6％となりました。

 
(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は32億70百万円であります。なお、当第３

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 600,000,000

計 600,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2022年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 109,731,545 109,731,545
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数
100株

計 109,731,545 109,731,545 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　2022年７月１日～
　2022年９月30日

－ 109,731,545 － 10,019,161 － 211,486

 

 

(5) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   　(2022年９月30日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式

 
400

 

－ －

完全議決権株式(その他)  普通株式 109,717,400
 

1,097,174 －

単元未満株式  普通株式 13,745
 

－ －

発行済株式総数 109,731,545 － －

総株主の議決権 － 1,097,174 －
 

 (注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が4,400株含まれて

おります。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数44個が含まれてお

ります。

      ２．「単元未満株式」欄の普通株式には、自己保有株式が70株含まれております。

 ３．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2022年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

　(2022年９月30日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

 (自己保有株式)

アライドテレシスホール
ディングス株式会社

東京都品川区西五反田
七丁目21番11号

400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00
 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2022年７月１日から2022年

９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2022年１月１日から2022年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,717,610 11,260,171

  受取手形及び売掛金 5,377,972 －

  受取手形、売掛金及び契約資産 － 7,335,871

  商品及び製品 4,245,335 6,951,553

  仕掛品 485,814 716,829

  原材料及び貯蔵品 1,899,223 2,876,200

  その他 1,933,886 2,073,339

  貸倒引当金 △127,293 △190,530

  流動資産合計 18,532,550 31,023,435

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 2,762,691 3,040,498

   その他（純額） 3,052,088 4,336,614

   有形固定資産合計 5,814,779 7,377,112

  無形固定資産   

   その他 225,752 245,507

   無形固定資産合計 225,752 245,507

  投資その他の資産   

   その他 4,318,009 3,835,151

   貸倒引当金 △7,996 △7,156

   投資その他の資産合計 4,310,012 3,827,994

  固定資産合計 10,350,544 11,450,615

 資産合計 28,883,095 42,474,050

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,113,323 4,904,847

  短期借入金 1,300,000 －

  1年内返済予定の長期借入金 ※  1,817,415 1,334,314

  未払法人税等 254,369 2,469,136

  賞与引当金 343,008 629,439

  前受収益 5,980,579 －

  契約負債 － 6,905,145

  その他 ※  3,651,986 ※  4,011,497

  流動負債合計 16,460,682 20,254,382

 固定負債   

  長期借入金 ※  2,516,437 1,725,619

  退職給付に係る負債 635,571 610,894

  リース債務 ※  2,519,460 ※  2,853,604

  その他 549,486 1,017,821

  固定負債合計 6,220,956 6,207,939

 負債合計 22,681,639 26,462,321
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,019,161 10,019,161

  資本剰余金 199,447 199,447

  利益剰余金 △4,445,933 3,869,166

  自己株式 △42 △42

  株主資本合計 5,772,632 14,087,732

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 367,764 1,881,167

  退職給付に係る調整累計額 △3,879 1,790

  その他の包括利益累計額合計 363,884 1,882,958

 新株予約権 64,938 41,038

 純資産合計 6,201,455 16,011,728

負債純資産合計 28,883,095 42,474,050
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 24,922,471 29,976,264

売上原価 9,500,455 12,074,892

売上総利益 15,422,015 17,901,371

販売費及び一般管理費 13,938,891 16,315,851

営業利益 1,483,123 1,585,520

営業外収益   

 受取利息 279 1,174

 為替差益 － 1,914,910

 その他 21,071 19,836

 営業外収益合計 21,350 1,935,921

営業外費用   

 支払利息 190,663 200,155

 為替差損 94,504 －

 その他 107,575 10,162

 営業外費用合計 392,743 210,318

経常利益 1,111,730 3,311,124

特別利益   

 新株予約権戻入益 26,190 23,900

 受取和解金 － 8,612,052

 固定資産売却益 － 8,213

 特別利益合計 26,190 8,644,166

特別損失   

 固定資産売却損 － 1,690

 特別損失合計 － 1,690

税金等調整前四半期純利益 1,137,920 11,953,600

法人税、住民税及び事業税 341,111 2,577,256

法人税等調整額 51,112 1,203,115

法人税等合計 392,223 3,780,371

四半期純利益 745,696 8,173,228

親会社株主に帰属する四半期純利益 745,696 8,173,228
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 745,696 8,173,228

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 372,009 1,513,403

 退職給付に係る調整額 6,992 5,670

 その他の包括利益合計 379,002 1,519,073

四半期包括利益 1,124,699 9,692,302

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,124,699 9,692,302

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(会計方針の変更)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、導入支援

サービス、及びこれに附随する製品販売について、従来は、検収完了時点に収益を認識する方法によっておりまし

たが、履行義務の識別及び充足時点について検討した結果、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に

基づき一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。

また、一部の他社製品の販売に係る取引について、従来は顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した

純額で収益を認識しておりましたが、顧客への製品の販売における当社の役割が本人に該当する取引については、

顧客から受け取る対価の総額を収益として認識する方法に変更しております。

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、

すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期

間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は435,502千円増加、売上原価は421,909千円増加、営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ13,592千円増加、親会社株主に帰属する四半期純利益は45,186千

円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は141,871千円増加しております。

 収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に、「流動負債」に

表示していた「前受収益」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することとしました。な

お、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により

組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31

日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を

分解した情報を記載しておりません。

 
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響

はありません。

 
一部の在外連結子会社において、第１四半期連結会計期間の期首から「リース」（ASU第2016-02号）を適用して

おります。また、当該基準の適用にあたっては、経過措置として認められている、当該基準の適用による累積的影

響を適用開始日に認識する方法を採用しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首の有形固定資産のその他が210,313千円、流動負債のその他が64,282千

円、リース債務が146,031千円それぞれ増加しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　※　財務制限条項

当社及び一部の連結子会社は、金融機関とシンジケートローン契約及びリース契約を締結しております。これら

の契約には財務制限条項が付されており、抵触した場合、当社は借入先からの通知により、期限の利益を喪失する

可能性があります。主な内容は次のとおりであります。

 
前連結会計年度（2021年12月31日）

 シンジケートローン契約及びリース契約

 ① 各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表上の純資産の部の金額を2,000,000千円以上に維持するこ

と。

 ② 各年度の決算期における連結の損益計算書に示される営業損益と連結のキャッシュ・フロー計算書上の減価

償却費の合計が２期連続して損失とならないようにすること。

 
当該契約に基づく債務の前連結会計年度末残高は、１年内返済予定の長期借入金376,000千円、リース債務（流

動負債）291,582千円、長期借入金188,000千円及びリース債務（固定負債）2,102,666千円であります。

 
当第３四半期連結会計期間（2022年９月30日）

 リース契約

 ① 各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表上の純資産の部の金額を2,000,000千円以上に維持するこ

と。

 ② 各年度の決算期における連結の損益計算書に示される営業損益と連結のキャッシュ・フロー計算書上の減価

償却費の合計が２期連続して損失とならないようにすること。

 
当該契約に基づく債務の当第３四半期連結会計期間末残高は、リース債務（流動負債）369,357千円及びリース

債務（固定負債）2,369,954千円であります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

  
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年９月30日)

減価償却費 546,314千円 739,427千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

　　配当金支払額

　 　該当事項はありません。　

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年９月30日)

　　配当金支払額

　　　該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３日本 米州 EMEA(注)１

アジア・
オセアニア

計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 17,120,338 3,347,866 3,131,594 1,322,671 24,922,471 － 24,922,471

(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

106,338 31,949 15,922 4,999,572 5,153,783 △5,153,783 －

計 17,226,677 3,379,815 3,147,517 6,322,244 30,076,254 △5,153,783 24,922,471

 セグメント利益 597,796 430,500 114,120 178,664 1,321,083 162,040 1,483,123
 

(注) １．ヨーロッパ、中東及びアフリカ。

２．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去137,821千円及びセグメント間取引に係る棚卸資産の

調整額等24,219千円が含まれております。

 ３．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３日本 米州 EMEA(注)１

アジア・
オセアニア

計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 18,863,958 5,027,664 4,250,523 1,834,117 29,976,264 － 29,976,264

(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

156,794 2,990 11,405 8,911,332 9,082,522 △9,082,522 －

計 19,020,753 5,030,654 4,261,929 10,745,450 39,058,786 △9,082,522 29,976,264

 セグメント利益 328,547 656,195 155,552 405,712 1,546,007 39,512 1,585,520
 

(注) １．ヨーロッパ、中東及びアフリカ。

２．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去150,438千円及びセグメント間取引に係る棚卸資産の

調整額等△110,923千円が含まれております。

 ３．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「日本」の売上高は435,502千円増加、セグ

メント利益は13,592千円増加しております。
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(収益認識関係)

　　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
当第３四半期連結累計期間(自　2022年１月１日 至　2022年９月30日)

  (単位：千円)
 

 
報告セグメント

合計
日本 米州 EMEA(注)１

アジア・
オセアニア

一時点で移転される財及びサー
ビス

11,414,823 3,475,766 4,006,301 1,756,906 20,653,797

一定の期間にわたり移転される
財及びサービス

7,302,502 1,551,897 244,222 77,211 9,175,833

顧客との契約から生じる収益 18,717,326 5,027,664 4,250,523 1,834,117 29,829,631

その他の収益(注)２ 146,632 ― ― ― 146,632

外部顧客への売上高 18,863,958 5,027,664 4,250,523 1,834,117 29,976,264
 

(注) １．ヨーロッパ、中東及びアフリカ。

２．「その他の収益」は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）の範囲に

含まれるリース取引等による収益であります。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年９月30日)

１株当たり四半期純利益 ６円80銭 74円48銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 745,696 8,173,228

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

745,696 8,173,228

普通株式の期中平均株式数(株) 109,717,775 109,731,075

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

2012年３月14日取締役会決
議に基づく新株予約権につ
いては、2021年３月28日を
もって権利行使期間満了に
より失効しております。

2013年３月14日取締役会決
議に基づく新株予約権につ
いては、2022年３月26日を
もって権利行使期間満了に
より失効しております。

 

 (注) 前第３四半期連結累計期間において、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有して

いる潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第３四半期連結累計期間において、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

     該当事項はありません。　　　

 
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
 

　
2022年11月14日

アライドテレシスホールディングス株式会社

　取　締　役　会　  御　中

 

有限責任監査法人トーマツ

　　　東　京　事　務　所
 

　
　

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 中   川   正   行  

 

 
 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 村　　山　　　　　拓  

 

 
監査人の結論

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアライドテレシ

スホールディングス株式会社の2022年１月１日から2022年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（2022年７月１日から2022年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年９月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アライドテレシスホールディングス株式会社及び連結子会社の

2022年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

 監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

 監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

 監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

EDINET提出書類

アライドテレシスホールディングス株式会社(E01867)

四半期報告書

17/18



認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

 監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

 監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

 会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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